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若手研究者の自立的研究環境整備促進プログラム

○目

 
的：

 
若手研究者が自立して研究できる環境の整備を促進するため、世界的研究

 拠点を目指す研究機関において、テニュア・トラック制に基づき若手研究者に競

 争的環境の中で自立性と活躍の機会を与える仕組みの導入を図る。
○対象機関：

 
大学、大学共同利用機関、国立試験研究機関及び独立行政法人

○実施期間：

 
原則５年間（３年目に中間評価）

○実施規模：

 
年間2.5億円程度（間接経費を含む）

ポスドク・
大学院（博士課程）

若手研究者
（助手レベル）Ａ

大
学

Ｂ大学・Ｃ

 

University・Ｄ研究所

各機関のシステム改革のイメージ

若手が自立して研究できる
環境を整備

人材流動化により競争的か

 

つ創造的な環境を創出

民間企業、多様なキャリアパス

支援する研究者は
各機関が公募

教授

再任可能な任期制や再審制
で活性化を維持

助教授

ポスドク・
大学院（博士課程）

ポスドク・
大学院（博士課程）

テニュア・トラック制

（若手研究者が厳正

 な審査を経てより安

 定的な職を得る前に、

 任期付の雇用形態

 で自立した研究者と

 しての経験を積むこ

 とができる仕組み）

（公募要領より）

（文部科学省

 
H19年度新規課題公募要領より）
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解決すべき課題：人材システム改革の必要性

依然として残る旧講座制の弊害

教 授

助教授

先代教授

若手
助手

ポスドク

学生・院生

（祖父）

（子）

（父）

（孫）

・
・
・
・
・
・

「
と

 こ
 ろ
 て
 ん
 」

式

支
配
的
干
渉

閉
鎖
的
な
人
事

講座制

新分野開拓
停 滞

新分野開拓
停 滞

独 創 性

 抑 圧

・研究分野の
長期的固定

・若手研究者の
自立性阻害

・研究分野の
長期的固定

・若手研究者の
自立性阻害
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新領域開拓
部局を越えた連携

新領域開拓
部局を越えた連携

ＳＳＰでめざすもの

研究組織改革
旧講座制の弊害打破

研究組織改革
旧講座制の弊害打破

若手研究者育成
テニュアトラック制

自立的研究環境提供

若手研究者育成
テニュアトラック制

自立的研究環境提供

次世代を担う
研究リーダーの輩出

研究の活性化

次世代を担う
研究リーダーの輩出

研究の活性化

総長トップダウン
 ＋

 部局の自己変革
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「九大モデル」の特徴

理工系理工系

プログラム参加部局
研究プロジェクト推進

プログラム参加部局
研究プロジェクト推進

新領域開拓・組織改革の

具体的計画や将来構想を審査

決 定

研究プロジェクトの提案

審 査

研究所研究所 生命系生命系 その他その他

部局間での競争

研究戦略委員会

プログラム参加部局は

 事前に決めない

改革構想を
 審査し選定

部局提案型
組織改革
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17件の研究プロジェクト提案

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 名 (人数) 実 施 部 局

環境感性科学の創成 人間環境学研究院

感性を切り口とした「心」の科学拠点の創成

 

（２） 人間環境学研究院，システム情報科学研究院

時空間階層生命科学

 

（４） 理学研究院

数学・数理科学における未解決問題挑戦プロジェクト

 

（２） 数理学研究院

ヒト幹細胞システムの医学的応用への研究拠点の創出

 

（４） 医学研究院

ナノ・マクロ破壊現象解明 工学研究院

環境インテグレート学拠点 工学研究院

超分子ナノデバイスフュージョンプロジェクト

 

（１） 工学研究院

宇宙フロンティア科学拠点 工学研究院，理学研究院，宙空環境研究センター

工学研究院，システム情報科学研究院

社会情報基盤構築 システム情報科学研究院

グリーンエレクトロニクス創成プロジェクト システム情報科学研究院

植物デザインのイノベーション：革新的生物生産を目指して 農学研究院

食シグナルバイオロジーに支援された植物サイエンスの拠点形成

 

（２） 農学研究院

生体防御におけるポストゲノムサイエンス

 

（３） 生体防御医学研究所

東アジア大気環境予測・制御研究プロジェクト 先導物質化学研究所，応用力学研究所，総合理工学研究院

ソーラエネルギーシステム研究プロジェクト 応用力学研究所，総合理工学研究院，先導物質化学研究所

H18年度、科学技術振興調整費による H19年度、総長裁量経費による※

ロボティクスプロジェクト

 

(１＋２)ヒューマンセンタード

社会情報基盤構築

 

（２＋１）
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ＳＳＰの流れ ─スーパースターの輩出まで─

プログラム参加部局
研究プロジェクト実施

プログラム参加部局
研究プロジェクト実施

スーパースター
プログラム（SSP）

学術研究員

スーパースタースーパースター
プログラム（プログラム（SSPSSP））

学術研究員学術研究員
准教授准教授准教授

自立して研究に専念

養成期（テニュア・トラック期間） スーパースター選定期

国内外の
優秀な

若手研究者

国内外の
優秀な

若手研究者

学内
各部局

学内
各部局

組織改革推進・新領域開拓

5
年
以
内
に
審
査

5
年
以
内
に
審
査

研
究
能
力
を
審
査

研
究
能
力
を
審
査

公
開
公
募
を
伴
う
審
査

公
開
公
募
を
伴
う
審
査

改
革
構
想
を
審
査

改
革
構
想
を
審
査

ヒアリング アドバイス

研究戦略委員会研究戦略委員会 外部有識者委員会外部有識者委員会

新分野のリーダーとして活躍

教

 授

協 働

部局教授会部局教授会

5
年
以
内
に

 

ポ
ス
ト
確
保
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サポート体制 ─自立的研究環境の確保─

研究戦略委員会
・部局への指導

・自立性・独立性の評価

研究戦略委員会
・部局への指導

・自立性・独立性の評価

SSP
学術研究員

SSP
学術研究員

若手研究者養成部門

SSP学術研究員の

 
組織上の所属

新設

若手研究者支援室
事務上のサポート

若手研究者支援室
事務上のサポート

新設

外部有識者
委員会

自立性確保の
ための

ヒアリング・
アドバイス

外部有識者
委員会

自立性確保の
ための

ヒアリング・
アドバイス

新設

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト
研究施設・設備

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト・
研究施設・設備の

提供

プログラム
参加部局

准教授ポスト・
研究施設・設備の

提供

九 州 大 学

部局
教授会

部局改革推進
研究能力

部局
教授会

部局改革推進
研究能力

部局
教授会

部局改革推進
研究能力

部局
教授会

・部局改革推進
・研究教育能力を

評価

高等研究機構（機構長：総長）
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SSP学術研究員
・「特任准教授」の称号
・給与：年間600～750万円程度

・研究費：年間600万円程度

・研究スペース提供

SSP学術研究員
・「特任准教授」の称号
・給与：年間600～750万円程度

・研究費：年間600万円程度

・研究スペース提供

ＳＳＰ学術研究員の採用

研究プロジェクト
実施部局

研究プロジェクト
実施部局

研究戦略委員会研究戦略委員会 外部有識者委員会外部有識者委員会

採用審査
・研究者としての自立性
・研究テーマの独創性

・研究プロジェクトとの適合性 計24名を採用

研究プロジェクトに参加

 自立して独創的研究
優秀な若手を国際公募

のべ373名の応募

※平成19年7月1日時点

振興調整費による採用：16名
総長裁量経費による採用：

 
8名
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総長裁量経費によるＳＳＰ拡充

SSP学術研究員の新規募集（H19）SSP学術研究員の新規募集（H19）

新規研究プロジェクトの開始（H19.7.1～）新規研究プロジェクトの開始（H19.7.1～）

社会情報基盤構築

 2名+１名

全研究領域（含、人文社会系）を対象に学内公募

ヒューマンセンタード

 ロボティクスプロジェクト

 1名+２名

3件の新規プロジェクト

 （採用したSSP学術研究員

 

人数）

感性を切り口とした
「心」の科学拠点の創成

（２名）

感性を切り口とした
「心」の科学拠点の創成

（２名）

超分子ナノデバイス
フュージョンプロジェクト

（１名）

超分子ナノデバイス
フュージョンプロジェクト

（１名）

食シグナルバイオロジーに
支援された

植物サイエンスの拠点形成

（２名）

食シグナルバイオロジーに
支援された

植物サイエンスの拠点形成

（２名）

組織改革加速のため予定を前倒しして実施

現在８名

来年度以降
 さらなる拡充
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研究プロジェクト
 

拠点一覧

時空間階層生命科学時空間階層生命科学 数学・数理科学における

未解決問題挑戦プロジェクト

数学・数理科学における

未解決問題挑戦プロジェクト

ヒト幹細胞システムの
医学的応用への研究拠点の創出

ヒト幹細胞システムの
医学的応用への研究拠点の創出

生体防御における
ポストゲノムサイエンス

生体防御における
ポストゲノムサイエンス

社会情報基盤社会情報基盤

箱
崎
地
区

馬
出
地
区

伊
都
地
区

2007．7．1現在

感性を切り口とした
「心」の科学拠点の創成

感性を切り口とした
「心」の科学拠点の創成

食シグナルバイオロジーに支援された
植物サイエンスの拠点形成

食シグナルバイオロジーに支援された
植物サイエンスの拠点形成

超分子ナノデバイス
フュージョンプロジェクト

超分子ナノデバイス
フュージョンプロジェクト

H18採択、科学技術振興調整費による H19採択、総長裁量経費による※

構築構築 ヒュー
ロボティ

ヒュー
ロボティ

マンセンタード
クスプロジェクト

マンセンタード
クスプロジェクト
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ＳＳＰスタートアップシンポジウム

SSPスタートアップシンポジウム 平成19年2月9日
 於・九州大学５０周年記念講堂

研究プロジェクトの紹介
 SSP学術研究員による研究紹介

外部有識者による視察、個別面談、委員会の実施
 （メンターとしての役割も）
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ＳＳＰ学術研究員の活躍(1)

国際開発ジャーナル

 
2007年4月号

Ahmed Ashir (右)
（社会情報基盤構築）

日本経済新聞

 2007年7月11日
 朝刊 Grameen銀行総裁 Muhammad Yunus氏と
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ＳＳＰ学術研究員の活躍(2)

科学新聞

 
2006年11月24日付

稲葉

 
謙次

(生体防御におけるポストゲノムサイエンス)
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達成目標と波及効果 ─ 「九大モデル」構築へ─

期間中の達成目標

SSP学術研究員
全員が准教授へ

SSP学術研究員
全員が准教授へ

教員流動化促進教員流動化促進

新分野開拓
研究組織改革

新分野開拓
研究組織改革

プログラム期間（５年間）

システムの確立

プログラムの
定着・拡大

・新規プロジェクト
・参加部局拡大
（総長裁量経費等）

プログラムの
定着・拡大

・新規プロジェクト
・参加部局拡大
（総長裁量経費等）

終了後の展開

プログラム終了後

システムの継続・拡大

波及効果

人材システム改革
 「九大モデル」

若手研究者
育成

新分野
開拓

組織改革
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ＳＳＰのウェブサイト

http://www.srp.kyushu-u.ac.jp/ssp_home/ 
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附 録

1．
 

SSP学術研究員応募状況等
 

一覧

2．
 

SSP研究プロジェクト
 

概要

3．
 

SSP学術研究員
 

一覧

4．
 

SSP外部有識者委員会
 

学外有識者委員
 

一覧

5．
 

九州大学「次世代研究スーパースター養成プログラム」
 に係る意見（とりまとめ）
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